
令和６年度

九州大学大学院薬学研究院

公 開 講 座 案 内

くすりを創り、世に出し、適正に用い、管理する：

幅広い専門性に基づく薬学の発展を目指して



令和６年度 九州大学大学院薬学研究院公開講座実施要項 

１ 講座の名称 
くすりを創り、世に出し、適正に用い、管理する：幅広い専門性に基づく薬学の発展を目指して 

 
２ 趣旨・目的 

 くすりの開発と適正使用、ならびに薬学の持続的発展は、化学、生物学、医学、健康科学、

法学、さらには情報科学など、さまざまな専門性の協働によって初めて達成できます。したがっ

て、くすりにまつわる課題の克服には様々な学問や現場に触れ、多角的な視点から理解を試み

ることが重要です。２０２４年に創設７５周年を迎えた九州大学薬学部においても、多様な学

術分野を牽引することで薬学の発展に寄与してきました。このような観点から本公開講座は、

くすりの源を創り、世に出し、適正に用い、管理するそれぞれの現場において長年貢献されて

いる講師の方々をお呼びしました。先生方にこれまでの歩みと現状、および今後の展望につい

てご発表いただき、薬学が抱える課題を広く共有するとともに、今後の展開を参加者の皆さま

とともに考えることを目的とします。折しも来年春の２０２５年３月には福岡市で日本薬学会

第１４５年会が開催予定であり、様々な薬学および関連分野で活躍される専門家が日本中から

一堂に会します。参加者の皆様には本公開講座ならびに年会を契機とし、くすりを取り巻く広

大な分野に興味を持って接することで、薬学の発展に貢献いただくことを期待します。 

 
３ 講座の実施日程及び実施形式 

実施日程：令和６年７月２１日（日） １３時～１６時４０分（１２時開場） 
令和６年９月２８日（土） １５時～１８時４０分（１４時開場） 
（初日は１２時５５分～１３時に開講式、最終日は１８時４０分～１８時４５分

に閉講式を行います。） 
 

実施形式：会場またはオンラインのハイブリッド形式 
日本薬剤師研修センターの単位認定を希望される方は、 必ず会場にてご参加くだ

さい。 
 
４ 講座の概要、講師、日程等  別表のとおり 
 
５ 実施場所  九州大学コラボ・ステーションⅠ 視聴覚ホール（福岡市東区馬出３丁目１番１号） 
 
６ 受講対象者及び募集人員  地域の薬剤師及び一般市民・学生（薬系大学院生・学部生等）２００名 
 
７ 申込方法 

(1)申込書を郵送いただくか、または、オンラインにより、令和６年６月２１日（金）までにお申

し込みください。 

■郵送の場合■ 

必要事項を全て記入した申込書（６ページ参照、複写のうえ使用可）を、「８ 申込先」あ

てにご郵送ください。 

■オンラインの場合■ 

以下の URL または右の２次元バーコードよりアクセスし、必要事項を全て記入の

うえ、お申し込みください。 

https://forms.office.com/r/Q7JkRRvEzc 
 

(2) 振込先 銀行名「三井住友銀行 福岡支店」、普通預金、口座番号「７１１９２５２」 
       口座名義「国立大学法人 九州大学講習料」 

＊手数料はご本人負担となります。 
＊お手数ですが、振込人のお名前の前に「ヤクガクブ」と必ずお入れ願います。 

（例）「ヤクガクブ キュウダイ タロウ」 
 

(3) 申込者多数の場合は先着順といたします。 
なお、お申し込み後にキャンセルされた場合や、当日ご欠席された場合は、いかなる理由でも

お振込みいただいた受講料の返金はできませんので、ご了承願います。 
 
８ 申込先 
   九州大学 医系学部等事務部総務課総務第二係 薬学公開講座担当  
   〒812-8582  福岡市東区馬出３丁目１番１号 
         ＴＥＬ： ０９２－６４２－６２４８ 
         ＦＡＸ： ０９２－６４２－６２４６ 
         Ｅ-ｍａｉｌ： ｉｊｓｓｏｍｕ２＠ｊｉｍｕ.ｋｙｕｓｈｕ-ｕ.ａｃ.ｊｐ 
 
９ 受講料 

■会場参加の場合：６，５００円 
■オンライン参加の場合：２，５００円 
単位認定を希望する場合は、オンラインではなく、必ず会場にてご参加ください。 

 
10 修了証書 
   ２講義以上出席された方のうち、希望者には修了証書を授与します。 
 
11 薬剤師の方へ 
   財団法人 日本薬剤師研修センターの集合研修会となります。 
  （１講義につき１単位が認定されます。） 

 受講単位を受けようとする薬剤師は、薬剤師研修・認定電子システムへの事前登録を行い、

ユーザ ID を取得する必要がありますので、日本薬剤師研修センターのホームページより手続

きを行ってください。また、登録に関するお問い合わせは日本薬剤師研修センターへ直接お願

いします。 
単位認定を希望する場合は、オンラインではなく、必ず会場にてご参加ください。 

 
12 不測の事態の場合は、講演予定変更の場合がありますことを予めご了承ください。 

不測の事態による予定変更についての緊急のご連絡のために、差し支えなければ申込書にメー

ルアドレス・携帯電話番号等をご記入ください。 
なお、悪天候で公共交通機関が運休の場合は、連絡なしに休講とする場

合がございますので、ご了承ください。メールアドレスをご登録いただい

た方には、メールにて休講のご連絡をいたします。当日の開講状況が不明

な場合は、Ｗｅｂページによる確認(ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｐｈａｒ.ｋｙｕｓｈｕ-ｕ.ａｃ.ｊｐ/ｏ

ｕｔｓｉｄｅｒ/ 、右の２次元バーコードも利用できます)、もしくは、薬学公開講

座担当（０９２－６４２－６２４８）までお電話でご連絡ください。 
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令和６年度 九州大学大学院薬学研究院公開講座実施要項 

１ 講座の名称 
くすりを創り、世に出し、適正に用い、管理する：幅広い専門性に基づく薬学の発展を目指して 

 
２ 趣旨・目的 

 くすりの開発と適正使用、ならびに薬学の持続的発展は、化学、生物学、医学、健康科学、

法学、さらには情報科学など、さまざまな専門性の協働によって初めて達成できます。したがっ

て、くすりにまつわる課題の克服には様々な学問や現場に触れ、多角的な視点から理解を試み

ることが重要です。２０２４年に創設７５周年を迎えた九州大学薬学部においても、多様な学

術分野を牽引することで薬学の発展に寄与してきました。このような観点から本公開講座は、

くすりの源を創り、世に出し、適正に用い、管理するそれぞれの現場において長年貢献されて

いる講師の方々をお呼びしました。先生方にこれまでの歩みと現状、および今後の展望につい

てご発表いただき、薬学が抱える課題を広く共有するとともに、今後の展開を参加者の皆さま

とともに考えることを目的とします。折しも来年春の２０２５年３月には福岡市で日本薬学会

第１４５年会が開催予定であり、様々な薬学および関連分野で活躍される専門家が日本中から

一堂に会します。参加者の皆様には本公開講座ならびに年会を契機とし、くすりを取り巻く広

大な分野に興味を持って接することで、薬学の発展に貢献いただくことを期待します。 

 
３ 講座の実施日程及び実施形式 

実施日程：令和６年７月２１日（日） １３時～１６時４０分（１２時開場） 
令和６年９月２８日（土） １５時～１８時４０分（１４時開場） 
（初日は１２時５５分～１３時に開講式、最終日は１８時４０分～１８時４５分

に閉講式を行います。） 
 

実施形式：会場またはオンラインのハイブリッド形式 
日本薬剤師研修センターの単位認定を希望される方は、 必ず会場にてご参加くだ

さい。 
 
４ 講座の概要、講師、日程等  別表のとおり 
 
５ 実施場所  九州大学コラボ・ステーションⅠ 視聴覚ホール（福岡市東区馬出３丁目１番１号） 
 
６ 受講対象者及び募集人員  地域の薬剤師及び一般市民・学生（薬系大学院生・学部生等）２００名 
 
７ 申込方法 

(1)申込書を郵送いただくか、または、オンラインにより、令和６年６月２１日（金）までにお申

し込みください。 

■郵送の場合■ 

必要事項を全て記入した申込書（６ページ参照、複写のうえ使用可）を、「８ 申込先」あ

てにご郵送ください。 

■オンラインの場合■ 

以下の URL または右の２次元バーコードよりアクセスし、必要事項を全て記入の

うえ、お申し込みください。 

https://forms.office.com/r/Q7JkRRvEzc 
 

(2) 振込先 銀行名「三井住友銀行 福岡支店」、普通預金、口座番号「７１１９２５２」 
       口座名義「国立大学法人 九州大学講習料」 

＊手数料はご本人負担となります。 
＊お手数ですが、振込人のお名前の前に「ヤクガクブ」と必ずお入れ願います。 

（例）「ヤクガクブ キュウダイ タロウ」 
 

(3) 申込者多数の場合は先着順といたします。 
なお、お申し込み後にキャンセルされた場合や、当日ご欠席された場合は、いかなる理由でも

お振込みいただいた受講料の返金はできませんので、ご了承願います。 
 
８ 申込先 
   九州大学 医系学部等事務部総務課総務第二係 薬学公開講座担当  
   〒812-8582  福岡市東区馬出３丁目１番１号 
         ＴＥＬ： ０９２－６４２－６２４８ 
         ＦＡＸ： ０９２－６４２－６２４６ 
         Ｅ-ｍａｉｌ： ｉｊｓｓｏｍｕ２＠ｊｉｍｕ.ｋｙｕｓｈｕ-ｕ.ａｃ.ｊｐ 
 
９ 受講料 

■会場参加の場合：６，５００円 
■オンライン参加の場合：２，５００円 
単位認定を希望する場合は、オンラインではなく、必ず会場にてご参加ください。 

 
10 修了証書 
   ２講義以上出席された方のうち、希望者には修了証書を授与します。 
 
11 薬剤師の方へ 
   財団法人 日本薬剤師研修センターの集合研修会となります。 
  （１講義につき１単位が認定されます。） 

 受講単位を受けようとする薬剤師は、薬剤師研修・認定電子システムへの事前登録を行い、

ユーザ ID を取得する必要がありますので、日本薬剤師研修センターのホームページより手続

きを行ってください。また、登録に関するお問い合わせは日本薬剤師研修センターへ直接お願

いします。 
単位認定を希望する場合は、オンラインではなく、必ず会場にてご参加ください。 

 
12 不測の事態の場合は、講演予定変更の場合がありますことを予めご了承ください。 

不測の事態による予定変更についての緊急のご連絡のために、差し支えなければ申込書にメー

ルアドレス・携帯電話番号等をご記入ください。 
なお、悪天候で公共交通機関が運休の場合は、連絡なしに休講とする場

合がございますので、ご了承ください。メールアドレスをご登録いただい

た方には、メールにて休講のご連絡をいたします。当日の開講状況が不明

な場合は、Ｗｅｂページによる確認(ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｐｈａｒ.ｋｙｕｓｈｕ-ｕ.ａｃ.ｊｐ/ｏ

ｕｔｓｉｄｅｒ/ 、右の２次元バーコードも利用できます)、もしくは、薬学公開講

座担当（０９２－６４２－６２４８）までお電話でご連絡ください。 
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月　日 時　間 講師、講義題目等 概　要、講師ご略歴

7月21日(日)

12:30～ 受　付

12:55～13:00 開講式

13:00～14:30 九州大学大学院
薬学研究院
創薬ケミカルバイ
オロジー分野
講師
進藤　直哉

コバレントドラッグ
―共有結合が引き
出す低分子医薬の
底力―

コバレントドラッグ (共有結合性医薬) は、標的分子との不可逆的
な結合によって強く持続的な薬効を示す。その歴史は古く、世界で
初めて化学合成された医薬品として知られるアスピリンも、コバレ
ントドラッグである。近年、低分子医薬が抗体などのバイオ医薬に
押されがちななか、イブルチニブやオシメルチニブといったコバレ
ントドラッグは、世界の年間売上が数十億ドルのブロックバスター
となっている。このほか、KRAS阻害剤として初めて承認されたソト
ラシブや、新型コロナウイルス感染症治療薬のニルマトレルビルな
ど、創薬業界におけるコバレントドラッグの存在感が増している。
本講座では、古くて新しい低分子モダリティ・コバレントドラッグ
の近年の開発状況や課題について、演者の研究成果を交えて紹介す
る。

講師ご略歴
2008年　　東北大学大学院薬学研究科修士課程 修了
2011年　　京都大学大学院薬学研究科博士後期課程 修了 博士(薬学)
同年　　　スクリプス研究所化学科 (米カリフォルニア州) 博士研究員
2013年　　九州大学大学院薬学研究院 特任助教
2016年　　九州大学大学院薬学研究院 助教
2023年　　北海道大学大学院薬学研究院 特任助教
同年10月より現職

2016年度日本薬学会メディシナルケミストリーシンポジウム優秀賞
2019年度有機合成化学協会九州山口支部・優秀論文賞
EFMC-ASMC 2019 (Sep 2019, Athens, Greek) Best Poster Prize
2023年度日本薬学会メディシナルケミストリーシンポジウムBMC/
BMCL賞

14:30～14:40 質疑応答

14:40～15:00 休憩、受付

15:00～16:30 福岡県保健医療介
護部薬務課
課長技術補佐
藤田　敏明

「行政の中の薬剤
師」
～福岡県庁での行
政薬剤師の取り組
み～

臨床や研究の分野で多くの薬剤師が活躍していますが、行政の分野
でも薬剤師はいろいろな業務に携わっています。行政薬剤師は身近
な医薬品医療機器等法に基づく薬局の許認可や医薬品の取り扱いに
関する医薬品関連業務をはじめ、麻薬や危険ドラッグの取締り業
務、食中毒対応や飲食店・食品工場等の許認可などの食品衛生法関
連業務、河川などの水質や排ガスによる大気汚染、産業廃棄物処理
施設の許認可などの環境関連業務、さらには、創薬や医療機器開発
などの産業振興業務にも関わっています。今回、行政薬剤師の業務
や具体的な取り組みを福岡県庁薬剤師の立場・目線で実体験を含め
てご紹介いたします。

講師ご略歴
1993年　　九州大学薬学部製薬化学科 卒業（薬剤師免許取得）
1995年　　九州大学大学院薬学研究科製薬化学専攻 修士課程　修了
同年　　　福岡県入庁

山門保健所、保健福祉部薬務課、生活衛生課、商工部新
産業・技術振興課、北筑後保健福祉環境事務所、保健医
療介護部の役職を歴任

2023年　　福岡県保健医療介護部薬務課　課長技術補佐（現職）

2019年〜　よか薬会　役員
2022年〜　薬友会　評議員
2023年　　�九州大学薬学部　非常勤講師（社会薬学、4年生対象、前

期15回）

16:30～16:40 質疑応答

講師及び講義題目等
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月　日 時　間 講師、講義題目等 概　要、講師ご略歴

9月28日（土）

14:30～ 受　付

15:00～16:30 九州大学病院薬剤部
副薬剤部長
末次　王卓

臨床の最前線
～病院薬剤師の挑
戦～

九州大学病院薬剤部では、医師やメディカルスタッフと協働して、
患者さんにとって最適な薬物治療を提供することを目指していま
す。近年、多様な機序を有した新薬が数多く上市されており、薬剤
師としての専門性を高めることはもちろん、それに対応できる薬学
生の育成も重要です。また、より有効でより安全な薬物療法を提
供するには、高度な専門的知識に加えて問題解決能力、研究推進能
力が必要であり、これらの展開には、薬学研究院・病院薬剤部・保
険薬局との連携など、様々な薬薬連携が重要となります。今回、臨
床・教育・研究・薬薬連携の具体的な取り組みや成果、展望につい
て、事例やデータを交えて紹介します。

講師ご略歴
2004年　京都薬科大学薬学部　卒業
2004年　九州大学病院薬剤部　薬剤師
2017年　九州大学病院薬剤部　薬剤主任
2019年　�九州大学大学院薬学府 社会人博士課程修了、博士（臨床薬

学）取得
2023年　九州大学病院薬剤部  副薬剤部長

2020年　日本医療薬学会　Postdoctoral Award

16:30～16:40 質疑応答

16:40～17:00 休憩、受付

17:00～18:30 立教大学理学部　
教授
モデルナ・エンザ
イマティクス株式
会社
社外取締役
末次　正幸

モデルナが買収し
た国内アカデミア
発DNAテクノロジー

創薬の主戦場は低分子化合物からバイオ医薬へ大きくシフトし、世
界の医薬品売上の約4割がバイオ医薬品で占められるようになってき
た。地球規模のパンデミックにいち早く対応できたmRNAワクチンも
バイオ医薬品モダリティーの一つである。このような最先端の創薬
のシーズは主にアカデミアの基礎研究から生まれており、世界的に
アカデミア発のスタートアップ企業の存在感が増してきている。演
者は、大学基礎研究から生まれたDNA技術をもとにオリシロジェノミ
クスというスタートアップを創業し、そこから4年でモデルナへの会
社売却に至った。本講座では、バイオ医薬品の最先端について創薬
スタートアップの実体験も混えながらお話しさせていただく。

講師ご略歴
1999年　九州大学薬学部 卒業（薬剤師免許取得）
2001年　九州大学大学院薬学研究科 修士課程　修了
2002年　九州大学大学院薬学府 博士課程 中途退学
2003年　九州大学大学院薬学研究院 助教
2005年　博士（薬学）の学位取得 （九州大学大学院薬学府）
2008年　英国ニューカッスル大学 ポスドク
2011年　九州大学大学院薬学研究院 助教
2013年　立教大学理学部 准教授
2018年　オリシロジェノミクス株式会社 創業、 CSO
2020年　立教大学理学 教授
2023年　�モデルナに会社売却、モデルナ・エンザイマティクス株式

会社 社外取締役

18:30～18:40 質疑応答

18:40～18:45 閉講式

講師及び講義題目等
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会 場 案 内 図

九 州 大 学 コ ラ ボ ・ ス テ ー シ ョ ン Ⅰ （ 九 州 大 学 病 院 地 区 内 ）

〒 8 1 2 - 8 5 8 2 福 岡 市 東 区 馬 出 ３ 丁 目 １ 番 １ 号

九 州 大 学 コ ラ ボ ・ ス テ ー シ ョ ン Ⅰ 視 聴 覚 ホ ー ル （ ２ Ｆ ）

運 動 場

図 書 館 基 礎 研 究 B 棟

臨 床 研 究 棟 学 部 保 健 学 科

総 合 研 究 棟九 大 病 院

基 礎 研 究 A 棟

歯 学 研 究 院 研 究 棟 薬 学 研 究 院

研 究 棟

庭 園

正 門 東 門 ～ 大

グリーンファルマ研究所

グリーンファルマ構造解析センター

学 通 り ～

●

●
○ は 地 下 鉄 出 入 口

天 神 ← 地 下 鉄 ・ 馬 出 九 大 病 院 前 駅 箱 崎 →
警察本部前・九大病院入口

バス停
県庁前
バス停

●

●

福 岡 県 庁 福 岡 県 警

↓

至 J R 吉 塚 駅

※ で き る だ け 公 共 交 通 機 関 で お 越 し く だ さ い 。 や む を 得 ず 自 家 用 車 で 来 ら れ た 場 合 は 、

敷 地 内 に 有 料 駐 車 場 が ご ざ い ま す 。（ お 車 の 場 合 は 正 門 か ら お 入 り く だ さ い 。）

●九大病院
　　バス停

医

九 州 大 学 コ ラ ボ ･ ス テ ー シ ョ ン Ⅱ

MEMO
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 令和６年度九州大学大学院薬学研究院 公開講座申込書  

 

連絡先 

 〒   －  
 

(℡    －    －    ) 
(Ｅ-ｍａｉｌ                             ) 

氏 名
ふりがな

 
 

性別 男・女・回答しない 年齢    

職業・学校名  薬剤師免許の有無 有・無   

 日本薬剤師研修センター 研修受講単位認定希望の有無 有 ・ 無  

 受 講 方 法 会場 ・ オンライン  

 受講料振込日 令和  年  月  日  

 修了証書発行希望の有無（２講義以上出席の場合） 有 ・ 無  

 皆様からお寄せいただきました個人情報については、次の目的に使用させていただきます。 
 １ 本公開講座に係る連絡 
 ２ 今後開催する公開講座の検討資料 




